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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、在日外国人の親のヘルスリテラシーを決定づけている要因を明らかにする
ことである。在日ブラジル人の母親に焦点を当てて尺度を開発したところ、在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシー
は基礎的リテラシーと批判的リテラシーの２因子１０項目からなることが明らかとなり、尺度の信頼性と妥当性は検証
された。また、ヘルスリテラシーに関連する要因としては、日本語能力、社会的サポート、保健情報の入手、保健サー
ビス利用歴、既存の保健知識であった。さらに、再テスト法を実施し信頼性は検証された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the factors related to the health literacy of foreign 
parents' living in Japan. We developed a health literacy scale focused on Brazilian mothers living in Japa
n and entitled it Health Literacy Scale of Brazilian Mothers Living in Japan (HLSBM). HLSBM consisted of t
wo factors which were Basic Literacy and Critical Literacy, and the scale was confirmed to be valid and re
liable. Factors related to the health literacy of Brazilian mothers in Japan were Japanese language abilit
y, social support, receiving health information, history of health service use, and health knowledge. Test
-retest method verified good stability.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医師薬学

キーワード： 在日外国人　ヘルスリテラシー

看護学　地域・老年看護学
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、欧米では、健康に関するリテラシー
に焦点を当てたヘルスリテラシーの概念が
注目されている 1）。Boswell らは 2）、ヘルス
リテラシーを、読み、理解し、健康情報を利
用する能力であると定義している。また、
Ratzen と Parker は、適切な健康の決定をす
るために基本的な健康情報や必要なサービ
スを獲得し処理し、理解する個人の能力の度
合いであるとしている 3）。Nutbeam はヘルス
リテラシーを機能的（Functional)、相互作
用的（Communicative/Interactive)、批判的
（Critical)リテラシーの 3つのレベルに概
念化した 4）。 
米国の先行研究では、マイノリティグルー
プ、低い教育年数、低所得とヘルスリテラシ
ーの低さに関連があるとの報告がある 5）。本
研究者は、保健師が外国人への保健活動にお
いて、言葉や文化・習慣の違いなどから保健
活動に困難を感じていること、在日外国人女
性が保健医療用語や保健医療制度の理解不
足などにより妊娠・出産・育児に困難さを経
験していることを明らかにしており 6-7)、日本
においてもマイノリティであり、日本語リテ
ラシーの低い外国人はヘルスリテラシーが
低いと考えられる。日本におけるヘルスリテ
ラシー研究を医中誌で検索すると、一般住民
に焦点をあてたものはあるが、外国人に焦点
をあてた研究はみあたらない。 
ヘルスリテラシーアセスメントツールは、
TOFHLA8）、REALM9) 、NVS10）等開発されてい
るが、いずれも英語（あるいはスペイン語）
でのみ使用可能なものである。日本において
は、ツール開発を意図した一般女性を対象と
した概念研究があるが 11）、アセスメントツー
ルはみあたらない。 
ヘルスリテラシーが不十分であると健康
情報の理解や健康の保持増進のために関連
した行動、疾病予防、慢性的な疾患に必要な
管理が難しいことなど、健康に悪影響を及ぼ
す 12)。Williams らは、糖尿病と高血圧患者に
おいて、ヘルスリテラシーが低いものは病気
に関する知識が低いことを明らかにし 13）、
Baker らはヘルスリテラシーが低いメディケ
アの対象者は健康状態が悪く、入院回数が多
いと述べている 14）。親のヘルスリテラシーが
子どもに及ぼす影響については、Moon らが急
性疾患の子どもの親を対象に調査し、ヘルス
リテラシーと子どもの病気の重症度の認識
に関連があることを明らかにしている 15) 。 
平成 21 年度末、在留外国人は 218 万 6 千
人を超え、総人口の 1.71%を占めている 16)。
在日外国人の健康問題は、日本の地域保健の
課題の一つであるといえよう。本研究者がこ
れまでに実施した在日外国人に対する保健
師の活動や外国人の母親の研究を通して、在
日外国人の保健医療に関する言葉や文化の
障壁がヘルスリテラシーであると考えたこ
とから、今回の研究を計画するに至った。 

２．研究の目的 
 
在日外国人の親のヘルスリテラシーを決
定づけている要因を明らかにすることを目
的とする。本研究では在日ブラジル人の母親
に焦点を当てて研究することとした。 
 
 
３．研究の方法 
 
１）在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ーアセスメントツールを開発し、その信頼性
妥当性を検証する。 
２）在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ーとその関連要因を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 
１）移民のヘルスリテラシー（HL）研究動向
に関する文献検討 
 
2011 年 8 月～12 月に CINAHL, MEDLINE, 
PsycINFO, PubMed の MeshTerms 等を用いて、
過去 10年間の移民と HLに関する文献を検索
した。英語文献で図書館を通じて入手可能な
ことを採択基準とし、オピニオンやケースス
タディ、報告、質的研究、HL についての明確
な言及や移民に特化した結果と考察のない
ものを除外した。検索文献の中にあったヒス
パニック HL 研究レビューの文献リストから
上記の採択・除外基準に従って精選した文献
を加えた。抽出した 24 文献から研究目的の
枠組みに従い文献を検討した。 
移民の HL 尺度として多く使われていたの
は TOFHLA 短縮版の S-TOFHLA で、英語版 10、
スペイン語版 4、韓国語版１であった。TOFHLA
の使用は英語版2、スペイン語版4であった。
その他に REALM を HIV 用語に限定して改訂し
た Modified REALM、文中の単語の空欄を埋め
る Cloze テスト方式等があった。移民の第二
言語で HL を測定することの問題として、HL
ではなく一般のリテラシーを反映している
可能性がある等の批判があった。主要尺度の
翻訳も試みられ、スペイン語版については
S-TOFHLA-S,SAHLSA-50, NVS-S などの妥当性
が検証された。しかし、リテラシーが低い人
は HL 研究参加を拒否しやすい、試験形式の
尺度はリテラシースキルの低い人を怯えさ
せる危険がある等も指摘されていた。 
移住国の言語での HL 測定では言語能力と
HL との判別が困難であるが、移民の母国語で
の測定では移住国での生活の困難さを反映
しないという問題がある。一般住民を対象と
した既存の HL 尺度を移民にも適用している
が、それらは HL の機能的側面を測定してお
り、相互作用的側面や批判的側面を含む多面
的な測定尺度の開発が求められる。 
 
 



２）在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ 
ー測定尺度の開発 

 
【研究対象】 
愛知・三重・静岡県のブラジル政府認可の
在日ブラジル人学校 14 校に通う児童生徒の
母親 1474 人を対象として質問紙を配布し、
698 人から回収した。欠損値等のある者を除
外し 558 人を分析対象とした。 
 
【データ収集方法】 
 質問紙調査への依頼は学校長または担当 
者に研究の目的、内容、方法、倫理事項等に 
ついて文書と口頭で説明した。文書はポルト 
ガル語と日本語で作成し、理解しやすいもの 
を選択してもらった。研究協力への承諾を得 
た学校に調査票の配布と回収をお願いした。 
調査票には研究目的や倫理事項を記載し、調 
査票の回収を持って調査に同意したものと 
みなした。調査票の回収には約 2週間の間隔 
を置き、研究者が学校に出向いて回収された 
ものを引き取った。 
質問紙は(ⅰ)在日ブラジル人の母親のヘ
ルスリテラシー尺度、(ⅱ)Ishikawa らのヘル
スリテラシー尺度、(ⅲ)ヘルスリテラシー影
響要因、(ⅳ)子どものための保健行動で構成
した。 
在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ー尺度は、Nutbeam の概念を用い、先行研究
および本研究者自身の研究に基づき 29 項目
を作成した。項目作成にあたっては、在日ブ
ラジル人、在日外国人、及びヘルスリテラシ
ーの研究者計4人により内容的妥当性を確認
した。 
尺度及び質問紙は順翻訳、逆翻訳、在日ブ
ラジル人による内容検討を行い、本調査対象
ではないブラジル人学校でプレテストを実
施、その結果をもとに質問紙を修正し、配票
留置法にて本調査を実施した。 
 
【データ分析方法】 
本尺度項目に欠損等のあるものを除き、他
の項目については項目ごとに不正回答を除
外した。歪度を検討し、天井効果・床効果の
認められた項目を除外、I-T 相関分析をした
のち探索的因子分析（主因子法、プロマック
ス回転）、検証的因子分析（共分散構造分析）
を行った。因子確定後、各項目がどの因子に
該当するか専門家による評定者間一致率に
よ り 妥 当 性 を 確 認 し た 。 信 頼 性 は
Cronback’s αにて内的整合性を確認した。 
 
【結果】 
29 項目中、天井効果を示した項目、I-T 相
関が.1 未満の項目を除外し、13 項目を用い
て探索的因子分析を行った。因子負荷量が低
い項目を除外し、10 項目 2 因子が抽出され、
これを用いて検証的因子分析を実施したと
ころ、2 因子構造であることが確認された。
第一因子を基礎的リテラシー（基礎 L）、第二

因子を批判的リテラシー（批判 L）と命名し
た。適合度指標は、いずれも良い適合度を示
した。全体の Cronbach’s αは.819、基礎 L
は.889、批判 Lは.667 であった。専門家によ
る Kendall の一致係数は p<.001 で、高い一
致率を示した。 
併存妥当性を Ishikawa らの尺度との相関
で検討したところ、相関係数は、尺度総得
点.554、基礎 L.446、批判 L.472 であった。 
 
【考察】 
尺度全体および基礎 Lについては、十分な
信頼性が得られた。批判 Lの Cronbach’s α
はやや低いが、社会調査では.6 以上あればよ
いとされていることから、使用可能であると
思われる。専門家による表面妥当性、内容妥
当性が確認され、Ishikawa らの尺度との相関
が見られ、併存妥当性も確認された。因子分
析では、2 因子構造が確認された。本尺度は
3 因子構造を想定していたが、このうちの機
能的リテラシーと相互作用的リテラシーが
まとまって一因子を形成した。Nutbeam の 3
側面が必ずしもきれいに分離しないことは
海外研究でも示されているが、基礎的言語能
力とそれに支えられる相互作用はいずれも
情報の取得や伝達に関連し、在日ブラジル人
では同一の概念として捉えられている可能
性がある。一方批判的リテラシーは、独自の
概念として認識された。 
本調査はブラジル人学校に通う子どもの
母親を対象としたが、経済的余裕があり、母
語コミュニティとの結びつきが強い集団で
あるため、今後はさらに他の集団についても
検証していく必要性がある。 
 
 
３）在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ー関連要因とアウトカム 
 
【研究対象およびデータ収集方法】 
尺度開発で収集したデータを用いて分析
を行った。開発した尺度 10 項目に欠損がな
く、関連要因と保健行動に不正回答のなかっ
た 448 人を対象とした。 
 
【データ分析方法】 
社会経済的要因、身体要因、日本語能力、
既存の保健知識、社会的サポート、保健サー
ビス利用歴、保健情報の入手を関連要因と仮
定した。関連要因を独立変数、ヘルスリテラ
シーを従属変数として t 検定または
Mann-Whitney 検定を行い、有意な項目を用い
て重回帰分析(ステップワイズ法)を実施し
た。 
アウトカム分析では、①歯科受診、②発熱
時受診、③食生活の注意の3行動を取り上げ、
各項目を行動良群、中間群、行動不良群に分
類し、3 群間のヘルスリテラシー尺度得点に
つ い て Kruskal-Wallis 検 定 及 び
Jonckeer-Terpstra の Trend 検定を行った。 



【結果】 
重回帰分析の結果、ヘルスリテラシーに関
連したのは日本語能力（日常会話β＝.41、
p<.001、漢字文の読みβ=.24、p<.001）、社
会的サポート（子どもの健康に関する相談相
手の存在β＝.13、p<.001）、保健情報の入手
（学校の先生と子どもの健康について話す
かβ＝.08、p＝.039、他の保護者と健康の話
をするかβ=.12、p＝.004）、保健サービス利
用歴（日本での出産回数β=.11、p＝.001）
と既存の保健知識(病気の知識β=.13、
p<.001)であった。F=56.65、p<.001、R²＝.47、
調整済み R²＝.45 であった。 
アウトカム分析では、ヘルスリテラシー総
得点は歯科受診（p＝.006）、発熱時の受診（p
＝.044）について有意差が認められ、基礎 L
は歯科受診と（p=.024）、批判 L は歯科受診
（p＝.023）、食生活の注意（p=.007）と有意
に関連した。行動不良群から行動良群へと得
点が上昇する傾向がみられたため、
Jonkheere-Terpstra の傾向分析を行ったと
ころ、総得点は歯科受診（p＝.017）および
食生活の注意（p＝.039）において、批判 L
は 3つの保健行動すべてにおいて（歯科受診
p＝.018、発熱受診 p＝.034、食生活の注意 p
＝.002）有意な傾向がみられた。特に最も保
健行動が悪い群で、得点が大きく低下してい
た。 
 
【考察】 
重回帰分析の結果、ヘルスリテラシーに最
も影響力が強いのは日本語能力であり、在日
ブラジル人のヘルスリテラシー向上のため
には、語学習得への支援が必要である。また、
子どもの健康について相談相手がいたり、子
どもの親や教師と話すなど、母語での会話を
通して、エスニックコミュニティから保健情
報を入手することもヘルスリテラシーを高
めていた。日本人の夫をもつなど、エスニッ
クコミュニティからの情報が得られにくい
母親に対して、自治体や学校からの母語によ
る保健情報提供が必要と考えられる。 
日本での出産経験がヘルスリテラシーに
影響力があったことは、医療受療を通して体
験的にヘルスリテラシーが高まることを意
味し、汎用されている尺度が言語操作能力だ
けを問題にしているのは、ヘルスリテラシー
概念として不十分であることを示唆してい
る。 
アウトカム分析では、保健行動に影響を与
えるのは特に批判 Lであることが窺える。在
日ブラジル人のよりよい保健行動のために
は批判Lを向上させるような働きかけが必要
である。また、極端に悪い保健行動をとる少
数の母親のヘルスリテラシーの低さが明ら
かになったことから、ハイリスク者に対する、
より分かりやすい情報伝達方法や支援方法
を工夫する必要がある。 
 
 

４）在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ー測定尺度の再テスト法による信頼性
の検証 
 
【研究対象】 
岐阜県のブラジル政府認可の在日ブラジ
ル人学校に通う幼・小・中学生児童生徒の母
親 130 人を対象として質問紙を配布した。1
回目調査は 81 人から回収し、2 回目調査は
47 人から回収した。 
 
【データ収集方法】 
質問紙調査への依頼は学校長または担当 
者に研究の目的、内容、方法、倫理事項等に 
ついて文書と口頭で説明した。文書はポルト 
ガル語と日本語で作成し、理解しやすいもの 
を選択してもらった。研究協力への承諾を得 
た学校に調査票の配布と回収をお願いした。 
調査票には研究目的や倫理事項を記載し、調 
査票の回収を持って調査に同意したものと 
みなした。調査票の回収には約 2週間の間隔 
を置き、研究者が学校に出向いて回収された 
ものを引き取った。 
 1 回目の調査票回収後、2回目の調査票を 
配布し、再度回収してもらった。2回とも調 
査票には対応した番号を振り、同じ番号のも 
のが同じ保護者に配られるようにした。通し 
番号については、調査校の担当者のみが知り、 
研究者は個人が特定できないようにすると 
ともに、調査校担当者に対しても調査回答者 
の特定はしないことを依頼した。 
質問紙は(ⅰ)在日ブラジル人の母親のヘ
ルスリテラシー尺度（10 項目）、(ⅱ)Ishikawa
らのヘルスリテラシー尺度、(ⅲ)ヘルスリテ
ラシー影響要因、(ⅳ)子どものための保健行
動で構成した。 
在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ー尺度は、前述の研究２）で作成した 10 項
目を使用した。  
 
【データ分析方法】 
回収した調査票のうち、2 回の調査ともに
回答していたものは 27 人であった。そのう
ち、尺度項目に欠損回答のあるものを省き、
21 組のデータを分析対象とした。 
1 回目調査と 2 回目調査のヘルスリテラシ
ー総得点、基礎的リテラシー得点、批判的リ
テラシー得点について、正規分布に従うこと
を確認したのち、級内相関係数を算出した。 
 
【結果】 
 1 回目調査と 2 回目調査の尺度総得点、基
礎的 L 得点、批判 L 得点について、
Shapiro-Wilk 検定を行ったところ、すべて正
規分布といえた。 
 さらに、それぞれについて、級内相関係数
を算出したところ、尺度総得点は.789、基礎
Lは.847、批判 Lは.510 と中等度から強い相
関がみられた。 
 



【考察】 
在日ブラジル人のヘルスリテラシー尺度
について再テスト法を実施したところ、総得
点、下位尺度得点共に相関がみられたことか
ら、本尺度の安定性が検証されたといえる。 
 
５）在日ブラジル人の母親のヘルスリテラシ
ー測定尺度の信頼性と妥当性の検証 
 
【研究対象】 
岐阜県、長野県、滋賀県の在日ブラジル人
学校 5校に通う児童生徒の母親 376人を対象
として調査票を配付した。さらに第一回目研
究（１））の対象者を加えて分析対象とした。 
【データ収集方法】 
質問紙調査への依頼は学校長または担当 
者に研究の目的、内容、方法、倫理事項等に 
ついて文書と口頭で説明した。文書はポルト 
ガル語と日本語で作成し、理解しやすいもの 
を選択してもらった。研究協力への承諾を得 
た学校に調査票の配布と回収をお願いした。 
調査票には研究目的や倫理事項を記載し、調 
査票の回収を持って調査に同意したものと 
みなした。調査票の回収には約 2週間の間隔 
を置き、研究者が学校に出向いて回収された 
ものを引き取った。 
質問紙は(ⅰ)在日ブラジル人の母親のヘ
ルスリテラシー尺度、(ⅱ)Ishikawa らのヘル
スリテラシー尺度、(ⅲ)ヘルスリテラシー影
響要因、(ⅳ)子どものための保健行動で構成
した。 
【データ分析方法】 
本尺度項目に欠損等のあるものを除き、他
の項目については項目ごとに不正回答を除
外した。今回の配付 376 部のうち 247 部を回
収し、尺度項目に欠損等のあるものを除いた
195部、さらに前回調査の 558部を加えた 753
を分析対象とした。HLSBM10 項目の歪度を検
討し、天井効果・床効果の認められた項目を
除外、I-T 相関分析をしたのち探索的因子分
析（主因子法、プロマックス回転）、検証的
因子分析（共分散構造分析）を行った。信頼
性は Cronback’s αにて内的整合性を確認
した。 
【結果】 
10 項目について天井効果・床効果のないこ
とを確認し、探索的因子分析を行ったところ、
第一回調査と同じ 2因子が抽出された。全体
の Cronbach’s αは.813、基礎 Lは.885、批
判 Lは.680 であった。 
併存妥当性を Ishikawa らの尺度との相関
で検討したところ、相関係数は、尺度総得
点.554、基礎 L.434、批判 L.479 であった。 
 
６）結論 
本研究では、在日ブラジル人の母親のヘル
スリテラシー尺度を開発し、関連要因および
保健行動との関連を検討した。本尺度は母語
で調査を行う主観的尺度であり、機能的側面
だけでなく、多面的なヘルスリテラシーを測

定することができる。従来のテスト形式の尺
度に比べ対象者への脅威が少なく、正解が存
在しないことから繰り返しの使用が可能で
あり、縦断調査にも利用できる。また、本尺
度を用いて行った関連要因や保健行動との
関連検討の結果は、今後の在日ブラジル人の
保健医療サービス利用や健康向上に示唆を
与えるものであった。 
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